
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩行者及び自転車動線の考え方について 資料３ 

駅周辺整備後の歩行者・自転車動線のイメージ 

        分梅通りの改良 ※R4 工事実施済 

自転車については、交通戦

略において、主に外周道路

（分梅通り、旧甲州街道、市

道 4-139 号、鎌倉街道等）に

より自転車ネットワークを

形成し、歩行者と共存を図る

こととしている。 

具体的な取組としては、分

梅通りと市道 4-139号の改良

を施策として掲げ、歩行者空

間の確保と自転車走行空間

の確保・明示に取り組むこと

としている。 

施策２－３「南北自由通路等に

おける自転車押し歩きの促進」

を推進するため、商店街におけ

るまちづくりルールを検討する

地区計画等検討会において、自

転車押し歩きのルールの導入に

ついて地元住民及び関係者と検

討している。 

凡 例 

 

歩行者動線 
 

自転車動線 
 

自転車押し 
歩き動線 
 

にぎわい軸 

踏切の閉鎖を検討 

北西アクセス道路の整

備により駅に歩行者が

アクセスしやすくなる。 

まちづくり協議会から市に提出

された「まちづくり提案書」にお

いて、駅前は「人のための駅前広

場」とされていることなどから、

歩行者専用道路として位置付

け、自転車の押し歩きを行う。 

分梅通りへ 

市道 4-139 号へ 

市道４－１３９号の改良 

① 

③ ④ 

分倍河原駅 
南北自由通路 

東西自由通路 

↓旧甲州街道 

自転車ネットワーク方針 

② 

① 

② 

④ 

③ 

▲歩行者空間を確保 ▲自転車ナビマークの標示 

▲東側に拡幅予定 ▲各交通手段の通行に課題 

凡例     自転車駐車場 

北 

北第２ 

南 

南第２ 

（移転・再整備←） 

※ 現時点でのイメージ図となりますので、 

今後の検討により変更する場合があります。 


